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一
一
九
番
通
報
体
験
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
実
際
に
一
一
九
番
を
受

報
し
て
い
る
通
信
指
令
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
対
応
し
、
火
災
や
急

病
な
ど
を
想
定
し
て
、
模
擬
体
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
験
し
た
来

場
者
か
ら
は
、
「
初
め
て
一
一
九

番
通
報
を
体
験
し
ま
し
た
が
、
署

員
の
方
が
丁
寧
に
指
導
し
て
く

れ
た
た
め
上
手
く
出
来
ま
し
た
。

万
一
の
時
も
慌
て
ず
落
ち
着
い

て
通
報
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

市
消
防
本
部
予
防
課
職
員
か

ら
は
、
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

重
要
性
の
認
識
と
、
防
火
・
防
災

意
識
を
高
め
、
少
し
で
も
火
災
に

よ
る
被
害
が
少
な
く
な
れ
ば
」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。 

津市内のショッピングセンターにてミニ消防車で記念撮影をする子供たち 

○○
シシ
ョョ
ッッ
ピピ
ンン
ググ
セセ
ンン
タタ
ーー
でで
秋秋

のの
防防
火火
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン
をを
開開
催催  

家
庭
で
の
住
宅
火
災
や
防
火
・
防

災
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
お

う
と
、
十
一
月
九
日
、
津
市
内
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
防
火
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
全
国
火

災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
津

市
消
防
本
部
が
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
一
一
九
番
の
通
報
体
験
や
消
火

器
の
取
り
扱
い
体
験
、
防
災
物
品
や

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
展
示
、
子
供

か
ら
人
気
の
ミ
ニ
消
防
車
の
展
示
や

輪
投
げ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
家
族

連
れ
の
親
子
で
賑
っ
て
い
ま
し
た
。 
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➝
模
擬
消
火
器
で
消
火
体
験

す
る
来
場
者 

↓
一
一
九
番
の
通
報
体
験
を

行
う
来
場
者 

 

火災などの 

お問い合わせ

☎224-1881 
救急医療情報案内 

☎256-1199 

➝
防
災
パ
ネ
ル
を
閲
覧

す
る
来
場
者 

↓
救
急
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
コ

ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
ま

し
た 
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○○
老老
人人
介介
護護
保保
険険
施施
設設
でで  

防
災災
訓訓
練練
をを
実実
施施  

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
、
十
一
月
五
日
、
老
人
介
護
福
祉

施
設
ト
マ
ト
（
津
市
殿
村
）
で
、
火

災
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

訓
練
は
、
施
設
利
用
者
一
〇
〇
名
、

施
設
職
員
約
六
〇
名
、
津
市
中
消
防

署
と
久
居
消
防
署
か
ら
署
員
三
〇
名

が
参
加
し
、
避
難
誘
導
や
初
期
消
火

訓
練
、
応
急
救
護
所
の
設
置
、
は
し

ご
車
に
よ
る
救
出
訓
練
な
ど
が
機
敏

に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
に
参
加
し
た
施
設
職
員
は
、

「
今
回
は
訓
練
と
い
う
こ
と
で
、
お

年
寄
り
の
誘
導
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た

が
、
勤
務
職
員
の
少
な
い
日
な
ど
も

あ
る
た
め
、
火
を
出
さ
な
い
よ
う
日

頃
か
ら
火
災
予
防
に
心
が
け
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

➝
は
し
ご
車
に
よ
る
救

出
訓
練
を
行
う
消
防
隊 

器
紹
介
に
は
じ
ま
り
、
親
し
み
や

す
い
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
か
ら
子
供
た

ち
に
人
気
の
ア
ニ
メ
の
曲
な
ど
を

演
奏
し
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
、
消
防

と
い
う
仕
事
を
し
な
が
ら
、
音
楽

隊
の
演
奏
を
す
る
の
は
す
ご
い
で

す
。
素
敵
な
演
奏
で
楽
し
か
っ
た

で
す
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

○○
県県
立立
一一
志志
病病
院院
でで  

  
  

健健
康康
のの
つつ
どど
いい
がが
開開
催催 

 

県
立
一
志
病
院
（
津
市
白
山
町

南
家
城
）
で
、
十
月
十
八
日
、
地

域
住
民
が
健
康
で
充
実
し
た
生
活

が
お
く
れ
る
よ
う
、
ま
た
地
域
に

開
か
れ
た
親
し
み
あ
る
病
院
と
し

て
「
健
康
の
つ
ど
い
二
〇
〇
八
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
白
山
中
学
校

の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
を
は
じ

め
、
一
志
病
院
医
師
や
看
護
師
に

よ
る
講
演
や
ピ
ア
ノ
演
奏
、
コ
ー

ラ
ス
、
地
域
住
民
に
よ
る
、
民
謡

等
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
一
志
病

院
を
管
轄
す
る
白
山
署
か
ら
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進

や
防
炎
物
品
の
普
及
活
動
、
消
防

車
両
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。 

○○
秋秋
のの
音音
楽楽
祭祭
にに  

  
  

津津
市市
消消
防防
音音
楽楽
隊隊
がが
出出
演演 

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
持

ち
、
自
ら
進
ん
で
た
く
ま
し
く
生

き
抜
く
児
童
の
育
成
を
目
的
と
し

た
、
秋
の
音
楽
祭
が
津
市
高
茶
屋

小
学
校
に
て
、
十
月
二
十
八
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

演
奏
は
、
津
市
消
防
音
楽
隊
の

若
手
職
員
十
四
名
で
行
わ
れ
、
楽

○○
高高
岡岡
幼幼
稚稚
園園
がが  

  
  

  

防防
火火
パパ
レレ
ーー
ドド
をを
実実
施施 

津
市
立
高
岡
幼
稚
園
（
津
市
一

志
町
）
の
園
児
が
、
十
一
月
十
日
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
に
併
せ
て
、

防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し

た
。 パ

レ
ー
ド
は
、
幼
稚
園
か
ら
二

キ
ロ
離
れ
た
、
と
こ
と
め
の
里
ま

で
の
間
で
行
わ
れ
、
大
き
な
声
で

拍
子
木
に
合
わ
せ
て
「
火
の
用
心
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

➝
初
期
消
火
訓
練
を
行

う
施
設
職
員 

➝
演
奏
を
行
う
津
市
消

防
音
楽
隊 

➝
児
童
と
一
緒
に
演
奏

を
行
い
ま
し
た 

○○
津津
市市
・・
松松
阪阪
両両
消消
防防
本本
部部

とと
消消
防防
団団
がが
合合
同同
訓訓
練練  

 

松
阪
市
嬉
野
町
の
古
田
池
付

近
で
、
津
市
消
防
本
部
と
松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
、
津

市
一
志
消
防
団
と
松
阪
市
消
防

団
で
初
の
合
同
林
野
火
災
消
火

訓
練
が
十
一
月
十
六
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
職
団
員
か
ら
は
、

「
本
格
的
な
山
火
事
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、
広
域
的
な
活
動
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
今
後
も

連
携
を
強
化
し
、
対
応
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
足
元
の
悪
い
小
雨
の

中
行
わ
れ
、
約
一
キ
ロ
に
わ
た
る

長
距
離
の
ホ
ー
ス
延
長
や
、
背
負

い
型
の
消
火
設
備
な
ど
、
様
々
な

消
火
活
動
が
て
き
ぱ
き
と
行
わ

れ
ま
し
た
。 

➝
防
火
パ
レ
ー
ド
を

行
う
園
児 

➝
と
こ
と
め
の
里
で

遊
戯
を
す
る
園
児 
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津津
市市
白白
山山
消消
防防
署署  

署署
長長

消消
防防
監監  

長長
谷谷
川川  

雄雄
一一

 

津
市
白
山
消
防
署
は
津
市
の
西
部
に
位
置

し
、
白
山
町
と
、
名
張
市
や
奈
良
県
御
杖
村
及

び
松
阪
市
に
接
し
た
美
杉
町
を
管
轄
区
域
と

し
て
、
そ
の
面
積
は
広
大
な
津
市
約
７
１
０
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
約
４
５
％
を
占
め
て
お

り
ま
す
。 

こ
の
地
域
は
山
林
を
背
景
に
、
雲
出
川
の
上

流
域
で
広
範
囲
な
農
林
地
帯
の
た
め
、
自
然
を

生
か
し
た
リ
ゾ
ー
ト
施
設
等
が
あ
り
、
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。
古
く
か
ら
大
和

と
伊
勢
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
文

化
財
や
史
跡
旧
跡
も
あ
り
ま
す
。 

組
織
体
制
は
、
白
山
署
と
美
杉
分
署
の
一
署

一
分
署
で
す
が
、
津
市
の
西
部
地
域
の
重
要
な

防
災
拠
点
で
あ
り
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
消

防･
救
急
救
助
技
術
の
よ
り
一
層
の
向
上
を
図

り
、
信
頼
さ
れ
る
行
政
と
し
て
、
市
民
の
負

託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
日
々
努
力
を
し
て
い

ま
す
。 

白
山
署
に
は
、
庶
務
予
防
担
当
を
配
置
し
、

各
種
の
統
計
事
務
を
は
じ
め
、
防
火
対
象
物

の
立
入
検
査
・
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
防

火
指
導
・
火
災
原
因
調
査
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
地
域
住
民
へ
の
普
及
啓
発
の
推
進
や
、

住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
や
救
急
救
命
率
の

向
上
に
努
め
、
ま
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救

命
講
習
会
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
特
に
近

年
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
増
加
す
る
脳

疾
患
の
救
急
事
案
に
対
し
て
も
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
健
全
な
社
会
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
正
し
い
知
識
と
対
処
法
を
普
及
さ
せ
る

た
め
に
「
脳
卒
中
講
習
会
」
等
に
も
積
極
的

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
防
火
活
動
や

災
害
活
動
は
、
各
消
防
団
等
と
の
連
携
・
協

力
体
制
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
各
種
行
事
、
合
同
訓
練
な
ど
を
通
し

て
さ
ら
に
協
力
体
制
を
密
に
し
て
、
地
域
に

密
着
し
た
き
め
細
か
な
防
火
防
災
・
救
命
対

策
の
向
上
に
努
め
、
災
害
の
な
い
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
所
存
で

す
。 今

後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援･

ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

次
号
は
、
消
防
の
指
令
の
中
枢
、
通
信
指

令
課
を
特
集
し
ま
す
。 

特特特集集集！！！   所所所属属属紹紹紹介介介！！！   白白白山山山消消消防防防署署署   ～～～管管管内内内ははは私私私たたたちちちががが守守守りりりままますすす～～～   

白

↑白山消防署 白山署 

 津市白山町南家城2761 

 TEL 262-1044 

FAX 262-2999 

↑白山消防署 美杉分署 

 津市美杉町奥津910-1 

 TEL 274-0200 

 FAX 274-0236 

白山山署署  

美美杉杉分分署署  

白白
山山
消消
防防
署署

庶庶務務予予防防担担当当  
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○○
編編
集集
後後
記記  

先
日
ニ
ュ
ー
ス
で
、
例
年
よ
り

も
約
二
ヶ
月
早
く
大
阪
で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
十
四
の
小

学
校
と
幼
稚
園
で
学
級
閉
鎖
が
始

ま
っ
て
い
る
と
い
う
事
を
耳
に
し

ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
は
、
空
気
の
乾
燥
等
に
よ
り
、

鼻
や
喉
の
粘
膜
が
弱
る
事
が
関
係

す
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
専
門
家

の
間
で
は
、
今
年
の
流
行
が
早
い

の
は
、
台
風
の
上
陸
が
な
く
、
秋

口
で
も
乾
燥
し
て
い
た
た
め
で
は

な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

厚
生
労
働
省
で
は
、
十
二
月
中

旬
に
は
全
国
的
に
流
行
入
り
す
る

の
で
は
な
い
か
、
と
予
測
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
予
防
接
種
を
受
け

た
り
、
マ
ス
ク
、
手
洗
い
・
う
が

い
等
で
少
し
は
予
防
で
き
る
も
の

で
す
。
早
め
の
予
防
対
策
に
心
が

け
た
い
で
す
ね
。
（
大
東
雄
一
） 

☆☆  1122 月月のの主主なな行行事事  ☆☆  
 

・12 月 5 日～6日 

 緊急消防援助隊中部ブロック 

合同訓練（四日市ドームほか） 

・12 月 12 日（金） 

 防火パレード 

 （のべの幼稚園・久居二ノ町付近）

・12 月 29 日（月） 

年末警戒 津市長巡視 

 （津市内全域） 

○
明
合
古
墳 

明
合
古
墳
群
は
、
安
濃
川
右
岸
の

経
ヶ
峰
か
ら
の
び
る
、
標
高
四
十
メ

ー
ト
ル
前
後
の
低
丘
陵
の
東
端
近
く

に
あ
り
ま
す
。 

こ
の
古
墳
群
は
、
昭
和
二
十
四
年

に
、
津
高
等
学
校
地
歴
部
の
古
墳
見

学
の
際
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
考

古
学
者
の
調
査
を
経
て
国
指
定
史
跡

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

形
態
は
、
主
墳
が
二
段
築
成
の
方

墳
で
南
北
の
両
辺
に
造
り
出
し
が
付

き
、
そ
の
特
異
な
形
状
か
ら
「
双
方

中
方
墳
（
そ
う
ほ
う
ち
ゅ
う
ほ
う
ふ

ん
）」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
規
模
は
、

一
辺
約
六
十
メ
ー
ト
ル
、
造
り
出
し

を
含
め
た
全
長
は
八
十
一
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
約
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
。

外
部
施
設
と
し
て
、
墳
頂
部
及
び
一

段
目
テ
ラ
ス
に
円
筒
埴
輪
列
、
墳
丘

斜
面
に
は
葺
石
が
確
認
さ
れ
、
周
囲

に
は
濠
が
巡
っ
て
い
ま
す
。
遺
物
は
、

円
筒
埴
輪
・
盾
形
埴
輪
・
蓋
形
埴
輪
・

家
形
埴
輪
・
須
恵
器
台
等
が
採
集
さ 

～～  １１００月月中中のの災災害害  ～～  

火火  災災    1111 件件（（110077 件件））  

救救  急急  884466 件件（（99,,336611 件件））  

救救  助助      77 件件（（111100 件件））  
          （（））内内はは HH2200 年年累累計計  

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
古
墳
の
墳
丘
の

体
積
は
、
盛
土
と
す
れ
ば
約
一
万
四

千
立
方
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
周
囲
に
は
、
計
画
的

に
配
置
さ
れ
た
方
形
の
陪
塚
五
基
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
古
墳
群
が
形
成
さ

れ
た
時
期
は
、
採
集
さ
れ
て
い
る
遺

物
か
ら
五
世
紀
前
半
か
ら
六
世
紀
始

め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
古
墳
周
囲
に
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
体
育
館
・
公
園
な
ど
が
建
設
さ

れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

  

 

ごご家家庭庭にに住住宅宅火火災災警警報報器器をを設設置置しし

ままししょょうう！！  
消消防防法法のの一一部部改改正正及及びび火火災災予予防防条条例例のの

改改正正にによよりり、、平平成成 2200 年年 66 月月かからら住住宅宅用用

火火災災警警報報器器のの設設置置がが義義務務付付けけらられれまましし

たた。。  

↑11月16日、津市・松阪

両消防本部と、津市一志

消防団の合同林野火災訓

練が行われました。（消火

活動を行う両市の消防

隊） 

↑11月11日、三重中央看

護学校の学生80名が、久

居署にて、万一の災害に

備え、避難誘導の方法な

ど各種訓練を行いまし

た。 

↓11月16日、津市・松阪

両消防本部と、津市一志

消防団の合同林野火災訓

練が行われました。（ジェ

ットシューターで消火活

動を行う消防団）

↑明合古墳群の史跡付近 

（津市安濃町田端上野）

↑明合古墳群の

一部


